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(4 ) 前回 (2008，23)で示されているように，自動車事業への参入当初， トヨタは「基礎エ業技術の弱い
部分は内製化を図ることで克服する」という方針を有していた。














と図った(前田， 2008， 28)。この考えは直ちに実行され， トヨタ自動車工業編(1967，180)に











( 5 ) Arnold and Faurote (1915， 28-29)は，フォードでも初期のハイランド、パーク工場 (Highland
Park plant)時代は， 1"フォー ド車のすべてを作っているわけではなL、。車体，車輪，タイヤ……(中
略)……は，外部の供給源から購入しているJと述べている。また，同社の副社長を務めた Sorensen




(6 ) 和田編 (1999，183)によれば， トヨタは 1936年12月に 250台の自動車を製造し， 1台当たりの製造
原悩が3，088.269円であったが，そのうち外注部品は 1，411.60円であった。
(7) 1"自動車部品統制内規」と「外注部品内製切替命令」はトヨタ自動車工業編(1967，181-182)にある。

































































(9) トヨタ自動車編 0987，134)によれば， 1939年1月，協力会を発足するに当たり，喜一郎氏は「購
買規定」を制定し，部品サプライヤーを「当社ノ分工場」と位置づけている。






立の協豊会は 1947年1月， r東海協豊会」と改称した。その後， 1999年1月に3つの協豊会は「協豊
会」として再び一つの組織に集約されている。












































































































































(17) トヨタ自動車編 (1987，305)によれば， 1955年1月に「クラウンを販売したころから，各部内で部
品検討会が聞かれるようになり，材料原単位の切下げ，材質の変更，工数低減など積極的な原価低減へ
の努力」がなされるようになったという。
















































































規格部品の新製品を展示する等の VE活動を推進していった(トヨタ自動車編， 1987， 441)。

































VE研究を取り上げ，さらに 1962年に購買委員会でも VA研究が取り上げられた。いわば， ト



















(2) 協豊会60年史編集委員会編 0994，46)によれば，その後， 1964年には「総務JI増産対策JI原価
対策JI品質保証推進」という 4つの委員会に整備されたという。
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(23) 創発された戦略については， Mintzberg (1994， 23-26)が言う「創発型戦略 (emergentstrategy) 
に詳しい。
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